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事業概要 

 

１ 事業の成果 

 設立趣旨に則り、基本活動をベースに、公的組織・企業などと協力・連携しながら、当初の予

定どおりの活動をほぼ実施することができ、学校現場にアントレプレナー教員の普及・促進に努

めることができた。 

収支については、会費収入や補助金が当初予定どおりには集まらなかった部分があったが、委

託事業などにより、支障のない形でセンター運営ができた。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
受益対象者の範囲

および人数 

1．普及事業 

バーチャル・カンパニー 

アントレの木 

夢ナビゲーション 

アントレ教育の学校への普及 随時 センター又は各学校現

場 

受講者約 3,000 名 

Global Enterprise 

Challenge 2005 

青少年の科学技術の関心を高

めるために課題解決に挑戦す

る国際イベント 

平成 17 年 

6 月 21 日&22 

同志社国際中・高等学

校 

国際参加者全員で

約 200 名 

トレードフェア 2005 京都 

（子ども夢基金補助事業） 

企業経営教育プログラム参加

生徒の発表会の企画・実施 

平成 17 年 

11 月 5 日 

京都市勧業館みやこめ

っせ 

小・中・高校・大学、

企業人、保護者、教

職員など約 600 名 

アントレチャレンジ―起業

家と挑戦！ 

（子ども夢基金補助事業） 

高校生チームが起業家と一緒

に、課題解決に挑戦し、その後、

懇親会で交流を図る 

平成 18 年 3 月

19 日 

ぱるるプラザ京都 高校生・起業家等

80 名 

海外先進事例研究調査 

（国際交流基金補助事業） 

フィンランドのアントレ教育

について、国家戦略や教育手法

の視察 

平成 17 年 

11 月 26 日～ 

12 月 5 日 

フィンランド 20 名（現地研修参

加者を含む） 

産官学交流「京都 EDOS」会 教育の在り方に問題意識を持

つ人々が集い、人づくり・まち

づくりに積極的に関っていく

ための研究・交流会。 

3 ヶ月に一度 

6 月 3 日、 

9 月 30 日 

12 月 16 日、 

3 月 24 日 

ひと・まち交流館京都、

キャンパスプラザ京都 

80 名 

指導者研修・講演等 起業家教育普及のための指導

者研修会 

随時 各学校にて 教員約 1000 名 

コンサルティング 学校を改革したい指導者や行

政の人へのアドバイス 

随時 センターまたは電話に

て 

不特定多数 

メールマガジンの発行 センター活動の報告・案内 毎月 メール 約 1500 人 

HP による広報 HP などに当センターの活動状

況を随時報告 

随時 HP 不特定多数 

2．起業家育成講座 

京都府若年者就業支援セン

ター事業（ベンチャー等起業

分野） 

講座開催「やりたい仕事は創り

出せ“自分自身がジョブクリエ

イター”」 

平成 17年 9月 1

日～10 日 

京都リサーチパーク 受講生 12 名 
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起業家育成講座 

KCCI 創業塾第 7 期 

地域活性化を目的とした、行政

の起業家教育講座の企画・運営

の受託業務 

平成 17 年 

6 月 4 日～7 月

9 日 

神戸市産業振興センタ

ー 

受講生 22 名 

講師派遣 起業家の学校への派遣 随時 高等学校・大学 受講生約 1,000 名 

3．研究活動 

大学との共同プロジェクト 

京都教育大学 

小学生向けアントレ教育の

Web 教材普及 

平成 17 年 4 月

1日～18年 3月

末日 

導入校にて 参加生徒約 300 名 

同志社大学ＧＰ プロデューステクノロジーテ

キスト研究部会のディレクシ

ョン＆開発支援業務 

平成 17 年 4 月

1日～18年 3月

末日 

同志社大学 今後大学が講座運

営 

 

 

(2)その他事業なし  
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活動内容 

 
■□研究・受託事業―――――――――――――――――――――――――――――――― 

●大学との共同プロジェクト：京都教育大学 

日程：平成 17 年 4 月 1 日～18 年 3 月末日 

小学生向けアントレ教育の Web 教材普及：京都教育大学付属京都小学校、京都市立白川小学校、

京都市立福西小学校にて研究授業を実践。 

      

チームを組み、課題に取組む生徒達 

 

●大学との共同プロジェクト：同志社大学 

日程：平成 17 年 4 月 1 日～18 年 3 月末日 

文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム：「プロデューステクノロジー創成」プロジェク

トテキスト研究部会のディレクション＆開発支援業務。 

 

●起業家育成講座 KCCI（神戸商工会議所）創業塾第 7期 

日程：平成 17 年 6 月 4 日（土）～7月 9 日（土） 

実際に起業する前にシミュレーションでき、会社運営に関わる問題等が明確になったと好評。 

      

チームに分け、VC を設立     受講生による新ビジネスのプレゼンテーション 

  

●講座開催「やりたい仕事は創り出せ“自分自身がジョブクリエイター”」 

日時：平成 17 年 9 月 1 日～10 日 10:00-16:00 

事業名：京都府若年者就業支援センター事業（ベンチャー等起業分野） 

実際に興味のある分野で、自分がやりたいことを提案できる力をつけることを目標に実践型の講

座を開催。 

      

名刺交換の練習             各自企画案を発表    

 

■□アントレプレナー教育普及事業―――――――――――――――――――――――― 
1） 海外先進事例研究調査 
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●国際協力基金補助金事業：フィンランドとの合同教員研修 
「フィンランドのアントレ教育について、国家戦略や教育手法の視察」 
日時：平成 17 年 11 月 26 日（土）～12 月 5 日（月） 

主催：フィンランド地方行政協会、Seinajoki 中等学校、アントレプレナーシップ開発センター 

フィンランドの市民教育やアントレプレナー教育の授業見学、日本とフィンランドの教育のあり

方についての意見交換会を実施。 

 

      
Marttilan 小学校視察         Seinajoki 中学校の授業視察 

 

2）イベント 

●Global Enterprise Challenge2005 

日時：平成 17 年 6 月 21 日（火）、22 日（水） 

同志社国際中学・高等学校から 8名の生徒が、インターネットとビデオ会議システムを利用し、

参加。課題は温暖化など地球が直面する危機を減らすための家庭で使える製品の提案。 

 

      
    24 時間みなで集中して一つの課題に取組むという経験が大変貴重であり、とても楽しめたそうだ。 
    来年度も挑戦するぞ！という前向きな姿勢を見ることができた。 

 

●バーチャル・カンパニー トレードフェア 2005 京都（子ども夢基金補助事業） 

日時：平成 17 年 11 月 5 日（土）9:30～16:00 

協力：株式会社井筒八ツ橋本舗、オムロンヘルスケア株式会社、株式会社グルメ杵屋、株式会社

大貴、株式会社古澤仙壽堂、株式会社堀場製作所、株式会社ワコール 

後援：文部科学省、経済産業省、京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都

商工会議所、京都新聞社、青少年と科学の会（京都経済同友会、京都工業会、京都発明協

会） 

全国より18校の小･中･高･専門･大学から41社のバーチャル･カンパニーが出展しブース展示やプ

レゼンテーションを行い日頃の成果を発表。今年で 5回目。 

 

      
 

    小･中学の部で最優秀賞を獲得（京都市立白川小学校） 総合優勝：知事賞を獲得（京都市立伏見工業高等学校） 

 

 

●アントレチャレンジ―起業家と挑戦！（子ども夢基金補助事業） 

日時：平成 18 年 3 月 19 日（日）13:00～18:30 
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協賛：京都試作ネット 

協力：三菱ふそうトラック･バス株式会社 

後援：京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府高等学校 PTA 協会、全国

商業高等学校協会、京都商工会議所、京都新聞社、青少年と科学の会（京都経済同友会、

京都工業会、京都発明協会） 

京都府下の 7校から高校生（１チーム最大８人までで編成）が参加。当日出された課題（ミッシ

ョン）の解決に、地元の起業家と一緒に取組み、成果を発表。課題は「人にも環境にも優しい市

バス」の提案。参加者全員から大変良い Feedback を頂戴しました。 

 

      

起業家の方と試行錯誤        同志社国際高校生企画の交流会：みなで名刺交換 

 

3）指導者研修会 

バーチャル・カンパニー体験ワークショップ 

社会の課題を解決する新しい商品を企画し、ネット上で電子商取引を行う中で、ビジネス知識

や職業観を育てる仮想企業経営プログラム「バーチャル・カンパニー」の体験ワークショップ 

◆ ビジネス実践力と問題解決能力を育てる 

日時：平成 17 年 5 月 16 日（月）13:00～15:00 

◆ キャリア教育実践研修 

日時：平成 17 年 8 月 19 日（金）14:00-16:30 

◆ キャリア教育、どう実践するの？ 

日時：平成 17 年 12 月 16 日（金）14:00-16:30 

◆ バーチャル・カンパニー体験ワークショップ 

日時：平成 18 年 2 月 24 日（金）14:00-16:30 

◆ バーチャル・カンパニー体験ワークショップ 

日時：平成 18 年 3 月 24 日（金）13:00-16:30 

 

■□産官学交流「京都 EDOS（えーどす）」会―――――――――――――――――――― 

●産官学交流会「京都 EDOS 会」（第 6 回） 

～コミュニティ活動から学ぶアントレ精神～ 

日時：平成 17 年 6 月 3 日（金）18:30-21:00 

＜プログラム＞ 

18:30-19:20 「市民の力で問題解決！みんなが暮らしやすいまちづくり」 

      講師：醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会 吉村睦子氏 

19:25-19:55 「高齢化社会のコミュニティビジネス」―「地域密着型店舗」のすすめ－ 

      講師：小箱ショップたまり場 

         龍谷大学 経営学部 4回生 根岸隆三氏 

         龍谷大学 経済学部 3回生 平田直子氏 

         京都産業大学 経営学部 4 回生 奥田浩章氏 

20:00-21:00  軽食を囲んで交流会 
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●産官学交流会「京都 EDOS 会」（第 7 回） 

～フィンランドの教育を探る～ 

日時：平成 17 年 9 月 30 日（金）18:30～21:00 

＜プログラム＞ 

18:30-19:20 「フィンランドの教育について」 

講師：アントレプレナーシップ開発センター 事務局長 原田紀久子 

19:25-19:55 「フィンランド旅行報告」 

       講師：アントレプレナーシップ開発センター 理事 西本好江 

20:00-21:00 「アメリカ最強のエリート教育」 

       講師：太成学院大学 教授 釣島平三郎氏 

 

●産官学交流会「京都 EDOS 会」（第 8 回） 

～アントレプレナーシップの必要性～ 

日時：平成 17 年 12 月 16 日（金）18:30-21:00 

＜プログラム＞ 

18:30-19:20 「アントレプレナーシップは何故必要か？」 

      講師：大阪産業大学大学院アントレプレナー専攻客員教授 

京都ナノテククラスター科学コーディネーター 今田哲氏 

19:25-20:10 「アントレプレナーシップをどう育てる？福西の取組み紹介」 

講師：京都市立福西小学校 教諭 松本高宜氏 

20:10-21:00 軽食を囲んで交流会 

  

●産官学交流会「京都 EDOS 会」（第 9 回） 

～教育現場での知的所有権の扱い方と産業界との連携上の注意点～ 

日時：平成 18 年 3 月 24 日（金）18:00-21:00 

＜プログラム＞ 

18:00-18:40 「産業財産権に関する懇談」 

       講師：社団法人発明協会京都支部 京都発明協会 参与 杉山公律氏 

18:40-20:00 「企業との連携で気をつけること」 

       講師：NPO 法人アントレプレナーシップ開発センター 事務局長 原田紀久子 

20:00-21:00 軽食を囲んで交流会 

 

■□プレスリリース―――――――――――――――――――――――――――――――― 

当センターが支援している学校の取組みが新聞で紹介されました。 

※記事の内容は、当センターHP の下記のページからご覧ください。 
 http://www.entreplanet.org/frames/Fpress2.html  

 

＊ビジネスプランを競う国際大会：同志社国際高校生 ネット参加、入賞逃す      

（2005 年 6 月 24 日 京都新聞） 

＊ネット上に仮想会社設立：大江高等学校の起業家教育にて（2005 年 10 月 7 日 京都新聞） 

＊学生ら仮想企業で開発の商品アピール：トレードフェア（2005 年 11 月 5 日 京都新聞） 

＊トレードフェアで最優秀賞：共愛学園前橋国際大学（2005 年 11 月 17 日 ぐんま経済新聞） 

＊前橋国際大学が最優秀賞：バーチャル･カンパニー全国大会、専門･大学の部 

（2005 年 11 月 18 日 上毛新聞） 

＊全国「子どもアイデアコンテスト」京都教育大学附属小学校が入賞 

（2006 年 1 月 16 日 京都新聞） 

＊「伏見―る商店」で観光盛り上げ：京都市立伏見工業高校 3 年 36 人が課題研究 

（2006 年 2 月 24 日 朝日新聞） 

＊「環境に優しい市バス」テーマ：高校生アイデア競う（2006 年 3 月 20 日 京都新聞） 

 

http://www.entreplanet.org/frames/Fpress2.html

